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成人 T 細胞白血病・リンパ腫患者における臨床情報の整理と 

疾患レジストリ構築および人工知能等による患者層別化に関する研究 

 

１．研究の対象 

2017年 7月 25日～2022年 9月 13日に「成人 T細胞白血病・リンパ腫患者における新

規治療標的としての免疫調整因子に関する研究」に同意が得られている患者さん 

 

２．研究目的・方法 

２．１ 研究の概要 

本研究は、成人 T細胞白血病・リンパ腫（ATL）の臨床情報、治療情報、血球の見た目、

ウイルスや関連する遺伝子変異と発現情報などを臨床研究が行いやすいように整理し、

診断法や治療法などの開発を進めるための基盤的な研究です。 

 

２．２ 研究の意義 

ATLは様々な治療研究が行われていますが、進行期に至った患者さんの治療成績は必ず

しも良いとは言えません。また、進行期に至るメカニズムも明確には分かっていないこと

も、効果的な治療法開発の妨げになっていると考えられます。そこで、これまでの患者さ

んの臨床情報などを整理し、臨床研究を効率的に行える基盤を整備し、最新技術を活用し

て臨床研究を進めることで ATL の予後の改善に将来的に貢献できるものと考えておりま

す。 

 

２．３ 研究目的・方法 

2017年 7月 25日～2022年 9月 13日に同意が得られている患者さんの電子カルテに

記載している臨床情報や治療情報と、試料より得られる血球の見た目、ウイルスや関連

する遺伝子変異と発現情報を統合したデータベースを整備します。データベースから人

工知能等により予後に関係のある因子を調べます。 

 

 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

試料は、通常診療の際に採血し保存している血液を使用します。新たに、血液をいただ

くことはありません。 

また、電子カルテに記録している診療の情報（病歴・治療歴・症状等）を使用します。 

 

４．外部への試料・情報の提供 
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本研究では解析の一部は株式会社アウトソーシングテクノロジーにより共同研究として

実施されます。 

データ提供は、個人情報を含まない形で特定の関係者以外がアクセスできない状態で行

います。対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。 

個人情報が公表されることはいかなる形でもありません。過去の診療録を調査する際に

は、個人情報が特定されないやり方で情報を収集します。 

 

５．研究組織大阪国際がんセンター 血液内科  藤 重夫 

株式会社アウトソーシングテクノロジー  堀越 明雄 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

 大阪国際がんセンター 血液内科  

研究責任者：藤 重夫 

    住所：〒５４１－８５６７ 大阪市中央区大手前３－１－６９ 

    電話：０６－６９４５－１１８１ 

ＦＡＸ：０６－６９４５－１９３２ 

 

 


